
中央源泉噴出試験結果（速報値）
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噴出試験の作業フロー（11月11日～）
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検層結果
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TEMPERTURE  （℃） 掘削後検層（2018/11/08）

⾧期放置後（2019/11/11）

噴気誘導後（2019/11/20）

11/11検層
最高温度:126.5℃
（深度981.5m）
11/20検層
最高温度:127.5℃
（深度990m）

を記録。
深度500m以深は概ね120℃以上
の温度を維持している。
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揚湯試験結果
・水中ポンプによる揚湯試験は6段階*で実施し、水位の変化およびその回復度
合いを確認する。*200ℓ/分、300ℓ/分、400ℓ/分、500ℓ/分、600ℓ/分、最大（バルブ全
開700～800ℓ/分）

・その結果、上記６段階のうち、もっとも安定する揚湯量を特定する。

※確定値は、2月末頃となります。

段数 揚湯時間 回復時間 揚湯量 ポンプ圧 坑口温度 熱水温度 地下水面

開始 終了 経過 開始 終了 経過 ℓ/min Mpa ℃ ℃ GLｍ

1 19/11/23 13:00 19/11/24 01:00 12:00 19/11/24 01:00 19/11/24 04:00 3:00 231.57 1.71 112.01 89.71 27.80

2 19/11/24 04:00 19/11/24 16:00 12:00 19/11/24 16:00 19/11/24 19:00 3:00 312.17 1.54 113.72 91.87 31.52

3 19/11/24 19:00 19/11/25 07:00 12:00 19/11/25 07:00 19/11/25 10:00 3:00 411.47 1.21 114.90 92.83 37.62

4 19/11/25 10:00 19/11/25 22:00 12:00 19/11/25 22:00 19/11/26 01:00 3:00 507.03 0.93 115.68 93.47 48.45

5 19/11/26 01:00 19/11/26 13:00 12:00 19/11/26 13:00 19/11/26 16:30 3:30 590.53 0.57 116.50 94.31 59.13

3a 19/11/26 16:30 19/11/27 05:00 12:30 19/11/27 05:00 19/11/27 09:00 4:00 417.66 1.12 115.51 91.64 41.54

6 19/11/27 09:00 19/11/27 21:01 12:01 19/11/27 21:01 19/11/28 01:30 4:29 700.53 0.09 116.72 97.38 55.23

*各パラメータ値は、区間平均値
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（参考）温泉モニタリングの継続実施

:弟子屈TS井
:モニタリング井
:弟子屈小学校道の駅井
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